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183.平成 2年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介
その2

13 紘生時代中期・後期の方形周溝墓欝

中主町λ長 ，J、it走遺跡

ill 湖、 !~ Il:I!I!t洲川の1放出j也;IAに形成された小比江逃

跡の*北似の{ほillU批にあたる。W>J奈は現在の水問問

から約1.5111抑i下げ、その1川の陶rffii観祭から 5-6幽の

悶J血事長国が検出でき、その lつに中i!t以|僚の水凶而が

検出できた.

検出された遺械は、弥生中抑1.後期の方形問機芸事務、

木将・4耳、占ザ111与代初頭のこlょ坑 ・泌 ・条1Il.f1耳、中世以降

の畦E字、近世以降のJl:戸などがある。

Ii形周司専務I孟弥生時代中期と後期の Lので25基以上

検出した.いずれも主体部は明確でなく、古境時代初

頭以降にI'JIJ王子を受けたものと息われる。周構内から供

献土器告が2⑪点はど出土している。周溝墓{ま中期のもの

にi絡を共有し述結するものが多い.また主軸が北方向

の周滞必が中期、北東方向のものが後期に大勝できる

が、 トレンチ中央の!日河逃より北東側の主主総l;t後期の

もので、北剥Il1ili，Jである。この延群よリ先鋭lでは周溝

ぷは検出きれなかった.また、木中iH事iま周泌を持たず、

土筑内に泊1.1)tした Lので:長さ約166cm、側約30crnを計る。

小口 IH.!Jl.込み式の Lので、!底械はなく 木質又!;t1;1状の

ものを扱いている。 側~.長!;!;125cmと55cl11の械をZ枚1[(ね

木棺喜基

て継ぎ合せた特典なものである。また南側小口には稿

5.6cl11、長さ26cm、尽き1.5cmの1唱;木状の紛がすえられ

ていた。木~1~の宇山blま N - lO" - E である。 :11土i遺物は

弥生後郊の土線j宇が少々出土した.

上層の逃械では野ìllWII~虫 8 粂 7 患の34J'I'- と 35坪の

J手界灘、中世:以sJ(!の畦畔、i!i:.II!:以降の井戸が検出された。

((財)滋t'l~以文化財保織協会 話i 修)

14.階段式(竪穴系)横穴式石震を検出

蒲生町横山 天狗前古墳騨

天狗前古噴群1;t1111生l町tgilllに所殺するi:山口鮮で、か

つてはぬ必以上が存有したといわれる。 J.Jl.約:では、昭

和37年4九州政i巡i立路ill.(止の際に 1i1lof夜された6J.l;の古績

を含め 9法の古島Iが鍛必き Jtている.淵1w蒲生野散策

道建設に伴う錨認絢貸で、当初よリ石箆が露出してい

た古演(7号噴)、新たに見つかった古里Jl{IO号境)の

2通きを調査した.

<7号筑〉 径約20mの肉羽'と，与えられる.内部主体

は玄門部に階段状の純訟をもっ繊穴式石室である。全

長約 8m、狭道部長さ 3m、紺1.1-1.3m、玄室l;t長

さま(.J5 m、幅1.9-2.2m、高さ2.5mを測る.決選部と

玄室床聞は約 1mの段差を測る.t不.i1'1it不・蛍などの

須J志総が出土した。 6i!l:紀後半に築i泣きれ、 6世紀末

にかけて追務舟f行わilたと4・えられる。

<10号境〉 径約15mの阿Jftと考えられる。内部主体

{ま石室上部 ・淡泊古都を欠.!).としているが、 7号地問機階

段式紛穴式布袋である.352長lま長さ 4m、申ui21 n1を31IJ

リ、床而!;ll政11を施す.平iHの1.rtみHI;t.7号t1tと !;t迷

い、法低石を縦似みし、その上に小ぷりの病を丁取に

7号電量(階段状積石部分)
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積む。墳丘線部に I;l:外議初l石状の石列、地輪切lカ:認め

られた。布室内外よ リ埴輪j守、須怒号まが出土した。 6

t世紀中書道に築泣きれ、後半にかけて追葬が行われたと

考えられる。

玄門部に階段状の戦石wi設をもっ古墳は、上蚊野古

境1洋(奈:71:町)、竜石山古機群(安土町)など拘IJ東北!!.械

に分布する。 これら古績の被葬者(;1:波来系氏族と想定

されており 、周辺の後lIlli5君主鮮との|潟迷なども考え合

せ、今後の議題としたい。

(滋i生田T教育委員会 斉藤博史)

15 特別史跡安土城跡

安土町下豊浦 安土城跡

安土町と能登川町にまたがる安土城跡、I;l:、天正4年

(1576)に織|羽信疫の陪JJi¥(.として築かれた、近世械都

の先駆的な城跡として知1られている。

発械部崎重EIま、平成元年度の伝羽柴秀吉邸助:の倒炎約

3ρOOm'に引き続き 、今年度は伝羽柴邸~の虎口部分、

伝前回手IJ家邸12'事の商半分、大手遂など約4、500m'を対象

として劉変を行なった。

{云羽柴邸1跡の虎口部分では、東西約15m、南北約10

mの範間から、総門閥、と級定される遺梢を総出した。

礎石l立後約 1mの王子t9.で桁問形の石1t7側と、石:阪に

添って寄僚か.を主主てるための 2石を合せた 9個の石で

織成されていた。 f"jめ両側には石垣が存在し、礎主主の

配;賢・瓦喜平の出土状況などから、上層にi皮科書をもっ櫓

門であると捻定される。門跡の後方には、7段の階段

と、 L字状に延びる石組織が存校し、屋数内へつづく。

伝前回邸跡では、数ヶpJTにおいて礎石が検出された。

石組織や武者if:Iまりと折!i7E'される区酒、犬走り等、城

郭の務総設も検出されている。

大手遂では、数カ所のトレンチを設定し線道を災施

した宇古来 、 i草臓はが~J 9 mで、山盟主からはほ直線的に約

100111延びている ζ とグ判明した。最上部のトレンチで

は疋涌iに石援が認められ、大手道がこ ζ から商に|勾け
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{云羽柴秀吉邸跡推定櫓門跡平面図(1/300)

て直角に曲がることが櫛認できた。またi草の両fJlljには、

編 1-1.401の右組側織を伴な勺ている。

出土i蛍物i主、相対的に完形52が少ない。 16世紀後半

のものとしては、 ミ主に瓦類、瀬戸美ì&~ .信楽等の陶器

類や貿易陶磁務瓶、 j二郷苦器等が出土してお り、そのう

ち信楽総指鉢、瀬戸美i農の血などは、綾城当時の特徴

をよく示すものである。

綱訟の慨嬰については以上であるが、今回検出した

櫓門は日本;蛾郊の先!¥l!となるものであり 、j/i:世・城郭の

出発点li、安土1成からであることを災証する資料と符

えられる。(滋賀県教育委員会 坂悶孝彦)

16.北陸系土器が出土する笠穴住居跡群

能登川町垣見 造免ji遺跡

原見~t遺跡、は J R能E2川!択の東方にあ り、今回の劉

査はほ場自在備にi半って行われたものである。全体で検

出された遺憾は 、 唆穴住j際~f . 1鴎 .v~-I1建物納， . f.:年E惨な

どで、出土した遺物は縄文土総 ・弥生土様 ・土問i総 -

j茶色土総 ・灰稿hJ句総 ・総執h陶苦告の土操縦、石鍬・1抵石

の石製品および刀子などの鉄製品である。

特に磁的なt広がリをもって宮崎獲された K区からは、

弥生時代米期から古峻1時代庄内Wlごろの援穴住居跡が

10棟、 10世紀からは世紀ごろの織3L:;住造物湖、が13練ま

とまって検出された。自存者については、当該地の蔚'*

にある同時期lの築必跡中沢 -斗西両i笠跡との関係が興

味深いばか、 ~H~:号it を出土させるものを含め11線検出

された~穴住居跡のった半から 、 北i除詮系の土署総器古がイ出土し

ている ことカがf注目さ tれLる。 これらの二土ヒ署穏~Iは立いわゆる、

「月彩式J とよ lばZれているものてでa、;擬疑凹線でうめらtれLた
申幅話広の為

もたない淡 .有段口線蛮 ・高i不などが出土している。

過去、町内逃跡からはごく微量の北陸系土絡しか出土

しておらず、今回のようにある限度まとまって出土し

た例は、町内はもとより湖東地方さらに滋賀県内でも

あまリ仔jがないのではなかろうか。

f屈玄柱建物跡群と竪穴住居跡
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一方、帰立柱建物I;t.、その前学期総科:の大1'J建物が

南方に、後半期庇f寸きの建物が北方に存夜する傾向が

ある.また10世紀以前の揃立t主主l!物には、竪穴住居跡

をωり込む、2問X 4111J の似~~y.・H:や1・，ìJ!物などがある。

この i遺跡の領域である大'j':.liH.!.I;l:、 qtl~川%に記載さ

れた月比郷に比定されており、ニ ~LIニ l対 j虫する迂k織で

ある可能1"'1:がI~-:;・いと考えられる。いずれにしても、 n~，

il'l立のW， 1次調1'f.結よi!:も含めた研究 ・検討を待って、

作物{・lけが行われる必裂がある.

{能登川町教fn~H会 ILJ本一得)

17. I東海集落と祭りの場を発潟

能登川町佐野斗西遺跡

大千{引'1'から神知sにかけてのJトjJqim司、では、数次に

わたるiO去のil1I，l:脊で弥生|時代後JUI-平安11寺代にかけて

の拠点引退孫の手f.:(t:fl'明らかになったところである。隣

按する中沢法制;法~~~:):遺跡を含め、 f'o) 28haにもおよ

ぶ~i'i高治跡であるが、本年度はこのMH高の南部域を約

1.5haにわたって識変しているo ~1慢では百線以上の

駁火住居跡、数十憾の綴立役建物跡のほか、集落をめ

ぐるmr，誌の一部が発掃されたo mr漢は幅20-50mにお

よぶn然河道を利用しており、 11m仰の杭初lや河岸に沿

った小泌などそれの利用の一端をうかがう i出揮をとも

なっている。また、l軒先内部では住1，1;'跡併を小区画す

るIlll，¥2-3111、I奈さ 1.5-2 J11の|相rr{liV字行事が検出さ

れている。この榔I ;I: .!H子高を閤むJJ;h~誌をJ.I:!西で結んでお

り、 U~ í'i品内の単位集団を受給l的に区間する小環涼とで

も白うべき性格のものである.

また、自然、河道(大環涼)からは土総、木器等のi昔

物が多fakに発滋された。中でもこれが大きく蛇行する

1I!!l.(の河岸では、約 2m悶11の範悶で、手づくね土綜

(300例以上)、石製税逃品 (9例)、向係(約80例)が

ー初段.繋されて発見された.iui t-r-、の形態などから、こ

れらの巡物は 4也-紀末-5世紀初日罰則のものと目され

勝での出土状況や、個々の遺物の分析をとおして、古

代の祭最E行為、とリわけ水辺の祭リの尖悠が解明でき

るのではないかと期待さ tLる。

(能登川町教育委只会刷用文雄)

中村~iむ跡I;i、能登川町大字佐野、純にまたカfって存

夜し、鈴鹿山総から西に流れる愛知川b:/;!の微路地に

位巡している.今回の謁炎{卓、町i立激.1生・141駐に伴う事

前調殺で約1.000m'を対象に平成2lf-8Hから実}jffiし

た。

ぷj伐の釘i~果、弥生時代後JYIから衆良時代にかけての

牧穴住I/}跡を中心に、孤立柱建物、減、 J:J.1L、ピ .. ，ト

等が検，'Hされた。

l後火住!河制;1;1:、はぽ全滅にわたって39.J，~を椛認し、

与1':，耐プランは一辺約5.5-7mの附丸方形のプランを呈

しておリ、深さ I;l:残存状況が良いものてψ'J60cmをd[IJっ

た.tRN撃の伐{?'{，良好でほとんどのfi:I，';'跡で認められ

た.また、作り付けカマドをもっ{主".;.跡も 4J，た確認

さlL、うち l.J，Ht、当遺跡では今まで発見きれなかっ

た石組みで納部を榊築したものであるo ~l:Il立絞建物 1;1:

11:lt方が-ill約70-80cmで、 4X 2 f:日以ト.のもので|時刻!

は不明である。

l後火 f'i: I， ' ;' :M;1付からは 、 複合口織をもっ器、 ~rij，心総の

t下J，i:(7 i't紀Jiíf~Þ) や布留式fjfhゴ二総の .m;監物など、

1i:I，';'~事の年代を々えるうえでの良好な 1:苦誌がI l\ i: して

いる.

今回のj.r~1f.で、竪穴住居跡が良好に桟存していたこ

とから、 lt:J;i;'i亦を織成す る要携を倹討するうえでi'i:1fl
な資辛干となろう。

(能蛍JlIII!]'教育委H会 問 祁 和 )

t地..;~ ~ 
ユJ噌..:;.，.:.:..... 

d 奪三
渓説風景(祭記i重織を見る人々) 竪穴住居跡群検出状況(北側から)
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19.縄文晩期の合せロ.棺纂が出土

米原町醒井 差笑寺遺跡

今回の発4紙調11:1立町立属望書t小学校のI曽築工事に先立

ち、平成2年 7月から11月まで災地したものである。

調査を当初{主白鳳時代寺院跡を検出することが目的で

あったが、WoBをの結栄縄文時代から平安時代に至る複

合遺跡であることが判明した。

縄文時代の逃織としては、合せロヨ里中古惑が 1悲検出

できた。還をli必I慌に対して航位に安日まされておらず、

やや糾位の状態で合わされていた.下方の裂をは口径32.

0側、総高52.4cmを測リ、 u紋端部とやや1111rtIlする蔚

部に 2 粂の京1) 日尖封?を i怒らせている。~~:の~lJ 目{立大

きく横位のO守:状を皐している.良原式に併行する時

期のものと47えられる。 J:Jiに低かれた波は早くに鍛

削を交け、底部から1M将I1にかけてのみ出土している。

J!Il~~に際して七方の燃のほ部を打ち欠いたと考えられ 、

底部のみ議1艇の1W)U<に的かれた状態で出土している。

縄文時代については他にトレンチ会威力、ら少量である

が石銭、腕石、制片などが出土している。

白瓜l時代に関してli!(li穴迂W4が 3燦験出できた。こ

のうちの l織からは炉を阻む状態で忌瓦がつき立てられ

ていた。いずれもtt府跡としては小形の竪穴である。

寺院跡に関する巡械は今回検出できなかったが、調査

区全域で多f訟の瓦)'jが出土している.事干丸瓦li外区外

縁に三1立問線がめぐる級弁八裁のもので、事f平瓦{ま四

重狐文と同行1;1IJ;i文が認められた。

平安時代に li~泌が営まれていたようで、数線分の

掲立-M:建物を検出した.iS物には総和、灰粉陶器、 ~t

宋銭 「ヨE和元33:J などが:Ll:f二してい る。

(米収町教育委員会中井均)

合せロ聾棺の出土状況

20.古墳時代前期の鋸立柱建物集落跡
‘.0$ L I二L " 

米原町入江西野 入江西野遺跡

本遺跡li、米原町入江商野に所花する、縄文時代か

ら古治時代にかけての必然遺跡である。

この遺跡li、依相山花峻の一五1:fi..が入江内i却lに張リ

出した、;際高85mii甘後の;;!ミ泌微高地上に立地している.

議査は、町道彦~N ・ 米I反線建設に I~! って築地した L

のであリ、線交対UI.凶I似li約2.80001'であった.また、

排土処理や鴎の用水硲保の間組があったため、便宜上、

調査地を 5ヵ所に区分けして行った.

今回確認された治情I;t、t-i火 ・-1:坑 .i部・掃事Iji事・

4篇立住建物跡である.これらの大半は、 111土造物から

みて、t;.tJ'tP年イ'tiiiJ1UIに属するものと思われる。

また、今回のi淵"ff.地lこ1μ、て、当時の入江内i却lの汀

線部分が{確認できた。汀線より内i州flIJには逃械が金〈

存在せず、通称スクモ111と官われているfl!'l物の腐蝕土

居カ~ßl- < :lfWiしていた。

この捌11:で、当地におけるさ'111、?の地J'll的破療の一端i

が|明 らかにされた.).;Ii、u兄妹のーっと-;'1え よう。

出土した巡物には、多誌の山式ニtr.ili昔話を始め、縄文

式土探 ・ 弥生式土総 ・ ~f()ι骨号待の土総~iや、打製石搬

惨事運石斧等のお昔lHI'i、また、*足I蹴:のft怖のー織をふ!ー

わせる土銭の存作が絡げられる.

この遺跡{孟、以前に b、欠:1'1"川河川改修め際、近接

地が調査されて必リ、今回の例1I:Ii、その内容を追認

した青5となった.

前回の調査でも指摘されているか、水閉跡や~具な

どの農耕に関するものが無きに等しい本と漁扮活動を

予測させる土主義が存泌するiJ~ とを併せて々えると、当

遺跡が半焼半i({!の性絡を持つJJHW跡で、その生活~$;費量

がある絞皮肉湖lに求められていたと々えられる.

(米原町教行委員会 土井一行)

調査II~遺傷検出状況

21.環濠集落内における低境丘署匹詳の調査

近江町西円寺 詣角寺遺跡

県営は場主主倫.;I~業に{事う，~1tとして、近江町教育委

員会では、西円寺遺跡の発~(tì;潟!f.を実腕証した。向遺跡

li J R東海道線 「米1京駅J の北Jt!が:)1.5kmに位読し、i却j
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環濠に接する第 l号纂

北地域から北|後・東海 ・j!:i:縦方l直iに分岐する交通の要

所にあたる。

遺跡の背後には丘陵がひかえ、双方に菜種)11、北方

に天聖子川を臨む。約6，50001'のZ将司を範閣から は、弥生時

代後期から古機時代中j聞に:aる草苦渋集落跡の;1じ端部の

;様相が明らかにされた。

集滋北部を巡る環泌lま、編19m. B程き 3mを前後す

る:総絞をもち、内部の集落i"J'Hiljとして、居住区を構成

する竪穴住居(弥生時代後期)と、議主主区をt椅目見する
低墳丘纂 (弥生H寺代終末期一古限時代中期)の存在が

t切らかにされた。

重量穴住居I;l:、鋭利な密機と 土f百杭苦1)を残す方形プラ

ンのもので、住居!iE而の村I迭を示す良好な資料となっ

た。 fs:町長丘纂l立、環濠遺跡の内{間jに所在し、環濠に媛

して構築される。全容を明石在にできたものは 3t主あ り、

第 1号務{同形 ・3世紀末)、第 Z号纂(方形 ・4世紀

初)、第 3号姦(帆立貝形 ・5世紀末)と統しこの

うち第 1 号幕は 、 itl:後20-2301の歪んだ円形の平・面を~

し、幅4-501・深さ90cm-1 m40cmの問機によって区間

される。また墳丘ょには、 !陥2m・長さ 6n1の主体部

掘方が殺されていた。 i立跡は古耳当時代後期に3路線川の

氾i忠告年によって埋没し、平安時代後期の土地開発によ

って逃織の重層関係を生み出している。

この他、近江町内では数多くの発4忠誠査が実施され、

朝奇襲荘閲逃巡精(碇詰昔話調、. ~松戸遺跡、)や、綴戸遺跡

群に1'1"う幕放(長門寺巡跡)が発見された。

(近江町教育委員会 寄111~f幹也)

22.古代集落跡

長浜市詰ii義夫議遺跡

移動式カマ ド出土状況

-白l瓜時代のi立f.IH検出した。また、弥生時代中期の

=ヒ総も出土し 、付近に弥生時代ε1:14切の巡械が存複する

可能性もでた。

弥生時代後期の逃鱗と しては、盟主穴式住居 と織があ

る。竪穴式住居l立、 |日河道に北側半分紛られて いる も

のの南側の告でIl!;tにほぼ完形のものが B点並んで出土し、

床市im!上でも 2点、土i充内からも 1点完l杉に近いもの

が出土した。消は、 l陥約 7mあるのに対し、深さはがJ

1mしかむ〈浅い。水の流れた痕跡はほ とんどない。

築洛を問む織の可能性もある。

飛鳥 ・白瓜時代のi立総とし ては、扮i立柱建物跡であ

る。周囲が所々カク活しされているため正確な規模1;1:不

明だが、桁行4間以上、梁間 2間以上に なると考えら

れる。

出土遺物の中で注目すべきは、移動式カマドの完形

が出土したことだ。時期は:d成時代後期と考えられ、

最大幅約53c冊、器~jki句37cm を ìJlリる。左の4包手のすぐ後

ろに燦出しの突起をもっ。ススが付着 している。遺構

に伴うかは、 今後の検討を要する。

大塚遺跡は、これまで進路工事による調査や、ゴル

フ練習場の鉄校の部分しか調査されていないため、遺

跡の全容は不明な点;が多い。今後の例経成果に期待し

たし、。

(:長浜市教育委員会 丸山雄二)

23.中世用水路発見

長浜市尖浸孟融自遺跡

嶋田遺跡は、長浜市大成亥町に所在す る。過去数次

の調査で、 弥生時代中刻から後期にかけての拠点集落

て'あることカ'*I}明している。

今回の[潟1E1立、都市百十回街路上 4、7号下坂浜本

今回の発錦繍?t'AIJ:、彦線長浜都市言十回道路卒業に1半 庄総工事に伴い、1.50001'を対象に実施した。網査区

う事前調査で、調究対象面積約3，267m'について金簡 は8号線バイパス調査区 (1970年、 F品調査)の北西50

Noll貨を実施した。 mのと ころに{立訟する。

大塚巡制、l主、こ れまでi5.tJ:tJ時代の集落跡として知ら 遺構は、tkll立柱建物 5棟、監査穴式住居 l燃を含むi柱

札ていたが、潟絞め給来、新たに弥生時代後期と飛鳥 穴群、弥生時代後期の土坑 1室長、議 1条、中世の用水
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路 3条、

it!l.状遺村i

3基、 16

世紀代の

土i充2袋、

弥生時代

中期一古

岐I時代前

;!t月、弥生

時代後期

一古嶋崎

代後期、

古与iltf代
中刻!の河

川跡をi険

出した。

匂~診 これら

の進鱗の。 41 中で注g
さtlるも

のl:i、中
石文実i買l図 t辻の用水

路 3粂とそれに伴う池状遺鱗3悲である。これらの用

水路、池i犬逃総li12世紀中署長、 13也:紀前築、 14世紀中

淡に、段階的に酋へ延長、持1応削され、徐々に水聞が

西へ拡大していった ζ とがわかる。また、 ζれらの用

水路の先端部、坪;境昔日に池状の遺構が作られることは

他の用水路遺織にはない特徴である。これらの用水路

の変選l立、条A地平背における中世の開発の具体的な過

筏を示す貨建な資料となろう。

また、 1路:生時代中期]-古担当時代前期のがfJlI跡から、

ほぽ完If3の石ヨとが出土した。石うとは河川が機能を停止

するl祭にt肘貸した育灰色'./1レト質の捜土中から出土し

た。同層位からは、元度数式新相のR寄付;が出土してお

り、才7文{立後i!!のおfi入と考えられ、時期は不明である。

1;文は長さ1l.3cm、最大幅6.7仰で切部が著しく続く、

先端部に符訓務の痕跡がある。おそらくは、兵穏と し

て災用され、破損したものをさらに初f~直し再利用し

たものとi考えられる。

今回の調査でli、嶋田逃跡i!!il坂を雑誌するなど、多

大の成果を得るよとができた。

(長浜市教育委員会織田正徳)

24.江戸時代後期の竹錨

高島町勝野芙議峰昼遺跡

大柿l司i麗i遺跡とは、 JR初Ji!9~唱!i!î江高島駅一様に広

がる近世の隊~遺跡である。天正 6 -'1三 ( 1 578)に紘回

総長の甥にあたる級副僧I授が、信長より高島郡が与え

竹縫方革設検出状況

られそれまで高島郡の中心的役割をしていた新庄械か

ら、新しく大i制成を築城したことによって減下が形成

されている。以後品主主は代々変って江戸時代に入って

元狗 5年(1619)8月27日に北伊勢(三盆県)の上野

城主分割i光信が45名の諸代家臣とともに大淋に入リ 大

総務 (2万石)の総主とな り階:震を繍える。

この陣屋li$内と呼IUL、内音f¥jζI;j:北町通・中町通・

南町通の通路があり武家屋敷区域を構成している。

しかし、明治維新後は草li内を中心とする隊患部分が

早くに農地化されー音s毛地に利用きれている状況で今

まできている e

今回は、郭|勾の庭敷地であった所に絢読を行う機会

ができその成来を記す。

調査区l孟、現状では問地となっている。i1t作稲を郷

リ下げると:f0:誌のような水道施設が検出された。この

施設は、水源地が山ノ乎(草~内の西に位位する)と呼

ばれる谷間にあり、そこから石総などを利用し郊内の

各屋敷に引水されている。各屋敷には竹で継を作リ、

樋と縦をつなぐのにマクラとn乎lまれる松村で作った角

材が用いられる。

この調査では、マクラの猿面に「文政十二己丑年

新線大工柏1Ji'~凸!エ門」の怨設が見られ、文政12年(1829) 

にニれらの1必殺が新しく作られたのではないかと見る

資料が得られた。

これらの水道施設は、今日でもとゆ仲間や井戸f中間

とH乎li1L、生きつづいている。

(高島町教育委員会 白井忠雄)
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